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本

月

の

出

来

事

i

町
民
運
動
会
国
民
年
金

二

、

一

場

。

ニ

二

．

一

2

係一

[
I
I

.0

九

月

一
南
予
農
協
大
会
開
く

一
ー
一
日
土
地
改
良
区
理
事
会
開
催
~

保
険
料
を

ー

/
/
」
口
昌
冒
冒
~
一
行
役
0
集
一i
/

十

一

月

五

日

・

―

町

1

報
ニ

納

め

ま

し

ょ

う

＂

教

育

委

員

会

開

催

一

r

-

／

l
 

ご

•
,
iー
ー
礼
刈

7

．
詞
闊
月

二
~
吋
｀
：
｀
川
3
鑓
広
一
信
頼
と
友
情
で
農
協
＂
ー
み
ん
な
で
楽
し
く

l
[
l

二
日
蓑
鶏
指
導
打
合
会
[

ー

ー

ー

ー

」

ー

直

ー

心

ー

選

動

の

推

進

を

賛

っ

一

国

民

年

金

制

度

も

愈

々

充

実

し

軌

一

三

日

煙

草

、

講

習

会

開

催

[

.
＂
肱
川
町
公
民
館
で
は
、
町
と
共
催
二
追
に
乗
り
進
ん
で
お
り
ま
す
。
ス
ピ
[
公
民
館
厚
生
部
会
詞
催

i

．
 

．
 ー

ド
を
以
て
無
事
故
で
終
点
に
着
＜

i-四
日
肱
川
町
婦
人
会
役
員
会
一

(
-

こ
で
、
オ
一
回
町
民
運
動
会
を
、
来
る
[

／i
心
け
)
”

1

1

一
六
年
度
共
同
募
金
委
員
一

l

月
五
日
、
中
野
小
学
校
校
庭
て
為
に
は
、
保
険
料
の
完
納
と
い
う
事
一

[
南
予
農
業
協
同
組
合
協
議
会
で
は

i+

(i

／

州

定

例

議

会

八

件

を

審

査

ー

可

」

1

1

|

|

1

|

|

ー
ー
主

i

十

月

十

三

日

午

前

十

時

よ

り

、

当

町

開

催

し

ま

す

。

以

外

に

は

な

に

も

あ

り

ま

せ

ん

0

i

会
開
催

一
六
日
台
風
十
八
号
襲
来

月
迄
の
完
納
者
に
は
次
の
よ
う
一

、
老
い
も
若
き
も
町
を
あ
げ
て
ひ
と
．

一
．
中
野
小
学
校
講
堂
で
大
会
を
開
く
が
~
十

一
カ
月

l

五

0
円
の
―
―
九
日
母
子
福
祉
役
員
会
開
催
一

。

、
当
日
は
｀
南
予
農
協
の
役
職
員
約
二
：
と
こ
ろ
に
集
ま
り
‘
[
そ
れ
そ
れ
の
体

i

に
な
り
ま
す

(

7
辻

H

9

)

1

0

5

0

p

+

（

環

境

衛

生

役

員

会

開

催

一

一
九
月
三
十
日
定
例
肱
川
町
議
会
を
[
-
、
五
五

0
万
円

C

[
0
0余
名
が
参
集
。
当
面
す
る
南
予
：
力
に
応
じ
て
の
競
技
、
お
ど
り
な
ど
．
者

一

)
5
2
5
 P
3
1
1
1
5
7
5
ヱ
[
ニ
一
日
肱
川
町
晨
菜
労
働
調
監
協
一

一
開
い
て
次
の
案
件
を
何
れ
も
原
案
の
一
）
ハ
、
一
時
借
入
金
に
つ
い
て

っ
て

I

囮

焉

溢

麿

れ
て
、
と
も
に
手
を
と

め
~
の
農
民
と
晨
協
の
次
の
よ
う
な
諸
間
こ
午
を
忘

t

0

教
育
施
設
整
傭
事
業
費
の
た
＇

孤
り
可
決
し
た
。

a

に
二
、

0
0
0
万
円
以
内
題
に
つ
い
て
討
議
し
、
そ
の
解
決
の
一
楽
し
め
る
運
動
会
・
・
・
・
・
・
一
カ
月

l
o
0
円
の
者

(

7
辻

H
翌

議

会

開

催

H
-
•日
中
届
谷
地
区
畜
産
品
評
会

i-
、
肱
川
町
工
事
執
行
条
例
の
改
正
[＂

共
肱
川
町
国
民
健
康
保
険
条
例
中
一

i

方
向
を
求
め
、
今
後
の
活
動
を
誓
い
一
そ
う
い
う
運
動
会
に
ぜ
ひ
し
た
い
一

7
l
J
O

Fl
＋
薗
祠
洒
囲
拇
）
5
5
0
1
1
1
日。
i

-

町

内

慰

霊

祭

挙

行

一

二
一
、
教
育
委
員
会
、
委
員
の
選
任

＂
以
上
の
よ
う
に
国
民
年
金
制
度
は
~

-

0

尾

下

林

太

郎

氏

再

選

[

部

改

正

ヽ

合

ぅ

：

と

思

い

ま

す

o

多
数
ご
参
観
の
上
、
応
援
し
て
下
一
知
ら
ず
知
ら
ず
の
内
に
出
来
る
老
後
二
五
日
中
津
小
、
へ
き
地
集
会
室

i

=I-、
昭
和
三
十
六
年
度
歳
入
歳
出
追
加

l

o
賦

課

率

に

つ

い

て

僅

か

に

改

め

イ

晨

畜

産

物

の

流

通

対

策

一

る

i

口

営

晨

指

導

体

制

の

確

立

；

さ

る

よ

う

お

願

い

致

し

ま

す

。

＂

の

貯

蓄

で

す

か

ら

何

を

お

い

て

も

先

入

札

執

行於
大
谷
分
館
町
政
懇
談

で
す
。
：
ず
保
険
料
を
か
け
よ
う
と
い
う
気
持

i

一
予
算

、
青
果
事
業
の
組
織
盤
備

i

尚
予
定
樋
目
は
次
の
通
り

-

o
＝

二

七

万

円

の

追

加

へ

、

職

員

の

休

日

、

休

暇

な

ら

び

に

勤

ノ~
ニ
酪
晨
組
織
対
策
＂
口
個
人
競
技
＂
に
な
り
日
々
の
仕
事
に
精
が
出
て
、
【
会
を
行
う

一

予

算

額

計

栞

四

e＝
一

万

円

一

務

時

間

等

の

条

例

ホ

晨

村

の

文

化

生

活

の

向

上

―

一

、

宝

拾

い

正

月

や

盆

の

う

れ

し

さ

以

上

に

、

ぅ

t

二
六
日
町
内
佼
長
会
開
催

i

一
八
日
於
大
谷
地
区
、
鹿
野
川
地
―

面
、
中
津
小
学
校
へ
き
地
集
会
室
の
建
[

i

―

-

、

借

物

競

走

了

れ

し

い

年

金

と

い

う

事

に

な

り

ま

す

．

一

{

,

築

[

本

会

議

終

了

後

議

員

協

議

会

を

開

，

―
-
―
-
、
ア
ペ
ッ
ク
競
走

i

の

で

未

加

入

の

方

は

す

ぐ

加

入

し

、

一

区

、

混

合

予

防

接

植

―

i

二
九
日
猟
銃
検
査
及
狩
猟
謡
習
会
一

一
未
納
の
方
は
す
ぐ
に
納
め
る
よ
う
に
[i

開

催

一

一
。□
日
言
汀
い
〗
汀
汀
｀
日
；
こ
三
―
―
一
四
、
パ
ン
食
い
競
走

一

晨

莱

姿

員

会

開

催

・

・

玉
、
予
算
外
義
務
負
担
の
契
約
の
締
結I 方を
陳
情
す
る
こ
と
4
す
る
。

t
/
l
r

／
~□
喜
叶
力
く
ら
ベ
一
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

羞

苓

・

岩

谷

小

学

校

運

動

会

―

ぷピ・

一

に

つ

い

て

．

-
0分
館
対
抗
斌
技
，

i

蒙
雨
水
害
捐
金
送
る

5

-

0

中
学
校
特
別
校
舎
の
建
築
費

i

―
-
、
お
そ
い
が
勝
ち
（
自
転
車
）

i

i

-

―1
0
日
定
例
町
議
会
招
集
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教

育

委

員

会
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l

、

男

女

年

令

別

リ

レ

ー

｛

ー

1

[

i

0

十

月

）

方

―

―

-
l

、

ボ

ー

ル

け

つ

り

競

争

―

―

二
日
係
長
会
開
催

一
月

i

t

-

i

町
民
各
位
の
ご
同
情
と
ご
協
力
に
•

i
,
1

分
釦

t

口
、
ポ
テ
ト
レ
ー
ス
〗
一
；
り
壱
万
六
千
八
百
六
拾
弐
円
の
金
[
-
―
一
日
道
野
尾
土
地
改
良
区
開
田
一

〇

の

法

一

エ

、

親

子

め

く

ら

リ

レ

ー

・

竣
工
式

i
1

剤
，
目
〖
方
法

i

―
―

機

量

法

方

の

方

理

一

）

〈

、

陸

上

ボ

ー

ト

レ

ー

ス

一

が

集

り

ま

し

た

の

で

、

日

赤

県

支

部

一

5
 

糸

鬱

除

方

方

ジ

方

晨

種

用

て

後

娩

と

管

一

七

、

俵

か

つ

ぎ

リ

レ

ー

ー

ヘ

送

金

い

た

し

、

各

被

災

県

へ

配

分

一

秋

季

乳

児

検

診

始

る

一

t

且

草

り

⑰

．

四

日

民

生

委

員

会

開

催

一

一
送
金
し
て
載
き
ま
し
た
。
こ
4

に
ご
[

i

番

送

6

と

れ

し

し

l

び

と

法

播

使

た

方

今

方

分

唯

の

”

一

と

り

の

り

）

と

距

圏

一

八

、

竹

の

子

リ

レ

ー

ク

リ

エ

ー

シ

ョ

ン

一

報

告

と

共

に

ご

協

力

に

対

し

厚

く

お

一

五

日

大

谷

小

学

校

運

動

会

i

校
放
前
鱈
[
芦
這
疇
〗
嘱
鱗
麟

m
叩
パ
容
作
営
作
答
精
種
付
木
二
》
レ

中
津
地
区
畜
産
品
評
会
一

の

の

の

i-、
各
分
館
よ
り
一
種
目
づ
4

十
分
一
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一

学

二

午

植

の

の

料

料

l

種

牛

条

条

種

草

つ

内

の

経

の

OO
授

品

植

幼

一

影

の

菜

衣

肥

肥

リ

品

と

多

多

播

除

に

の

詰

園

園

一

の

自
衛
隊
員
父
兄
会
開
催
一

オ

山

疇

鱈

麟

鯰

虹

ダ

鯰

麟

鯰

鯰

鯰

鯰

疇

鯰

砂

麟

鱈

（

贋

紐

疇

“i
以
内

一

農

第

（

i
―
-
、
総
踊
り
、
お
い
で
や
小
唄
。
或
．

4
ン
ロ
〔
〗
〗
｝

r
[
六
日
大
谷
地
区
畜
産
品
評
会
一

一

ジ

八

ム

，

．

う

。

．．．
 

9
]
 

ィ

|

八

i

中

津

小

学

校

運

励

会

[

＂

ふ

か

'

r

i

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

・

日

日

f

.

9

日

日

日

一

は

日

本

晴

れ

だ

ょ

[

心

い

｝

、

．

八

日

鹿

野

川

地

区

畜

産

品

評

会

一

1

2

5

6

7

8

9

,
．

0

5

4

5

6

7

0

1

2

5

4

7

8
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肱川土場

(9 

材相場

中値）， 1 り

始
め
て
の
試
み
と
し
て
実
施
し

川
町
畜
産
品
評
会
心
、
十
月
八
日

天
に
恵
ま
れ
、
各
地
区
よ
り
そ
れ

そ
れ
優
秀
な
牛
が
出
品
さ
れ
盛
会
裡

に
終
了
し
た
。
．

x

当
日
の
入
賞
者
次
の
通
り

0

出

品

頭

数

九

九

頭

0

入

賞

点

数

二

九

点

-

（

和

牛

牡

）

柴

田

I

I

(

I

I

)

上
野

(
I
I

牝
）

（
和
牛
牡
）

（

月

）

（
 

（
 

（
 

II “
 

II II 
牝.

‘‘‘― 

’
 

II 

fl - II 

盛
会
裡
に
終
る 欄

1 m当り

ルプ

7 0~8 2円

1 7円.50銭

“
 

牡 牛

II 
II II II ”

 
”
 

II ”
 
”
 

II ”
 
”
 

肱
川
町

品
評

II ”
 

の

,II 二
等

II ――― II 

橋
本

山
下

種類
1K当

-＂-----1上記
牝牛 488

ヘ/‘̂^  ^ ^ ^ ^ ̂  ^  ^ rヽヘヘ^ ＾ r‘  ^̂  ^ ^ 乳 ” 和乳
If II II II II II II II. fl II If II II fl II II II 

＇ツッツツッツッツ色ッツッツ ッ ツ ッ ツ ッ ツ ］ 巴

田和楠稲上谷山高藤富
丸気野田田田脇岡原田

ります。

る土場での値段で

鶏

豚

卵

2 5 3 

2 1 9 

2 4 0 

2 1 5 

2 2 6 l入荷減と買い気好転からもち
直しもち合い

2 0 0 

協
畜
産
便
り

の
森
林
組
合

肱
川
町
森
林
組
合
は
昭
和

三
十
六
年
十
月
十
一
日
、
東

京
に
於
て
開
催
さ
れ
た
森
林

組
合
全
国
大
会
に
於
て
優
秀

模
範
組
合
と
し
て
、
全
国
森

林
組
合
連
合
会
長
よ
り
表
彰

を
受
け
た
。
今
回
の
表
彰
は

森
林
組
合
改
組
十
尉
年
を
記

念
し
、
各
都
道
府
県
よ
り
各

一
組
合
を
限
り
表
彰
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

―
-
、
森
林
組
合
技
術
員
の
活
動

間
河
野
技
術
員
は
、
昭
和
三
十
六
年

十
月
十
日
、
全
国
技
術
負
連
盟
主
催

の
体
験
発
表
会
に
愛
媛
県
代
表
と
し

て

出

場

の

共

同

化

）

に

テ
レ
ビ
の
雑

0
私
達
が
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
を
た
の

し
'rV

で
い
る
と
き
、
雑
音
が
ス
っ
た

り
、
画
面
が
見
苦
し
く
な
っ
た
り
す

る
の
は
全
く
不
愉
快
な
も
の
で
す
。

0
こ
れ
は
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
そ
の
も

の
の
故
障
に
よ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
ラ
ジ
オ
に
入
る
雑
音
の
大
部
分

は
螢
光
灯
、
ネ
オ
ソ
サ
イ
ン
、
電
気

ゴ
ク
ツ
、
電
気
バ
リ
カ
ン
、
電
気
ド

リ
ル
等
の
電
気
器
具
や
、
配
電
線
か

ら
発
生
し
テ
レ
ビ
に
は
高
周
波
｀
｀
、
シ

ソ
、
モ
ー
ク
ー
、
自
動
車
等
か
ら
発

生
し
て
い
る
も
の
で
す
。

0
な
お
最
近
次
オ
に
増
加
し
て
い
る

雑
音
源
と
し
て
テ
レ
ビ
が
あ
り
ま
す

テ
レ
ビ
を
御
覧
に
な
っ
て
お
ら
れ
る

お
宅
で
は
同
時
に
ラ
ジ
オ
を
聴
か
れ

る
事
が
少
な
い
た
め
お
気
付
き
に
な

ら
な
い
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
ご

近
所
の
ラ
ジ
オ
に
は
雑
音
が
入
っ
て

い
る
こ
と
が
多
い
の
で
す

Q

試
み
に

お

宅

の

テ

レ

ビ

と

ラ

ジ

オ

を

に

ス

イ

ッ

チ

を

入

れ

て

調

ぺ

て

下

さ
、
。

森林組合便り
ラ

ジ

オ

0
こ
れ
ら
の
機
器
か
ら
で

一
掃
す
る
た
め
当
県
受
信

協
議
会
で
は
十
月

l

日
か

十
一
日
ま
で
の
間
を
「
雑

動
」
月
間
と
し
て
強
力
な

開
す
る
事
に
な
り
ま
し
た

オ
や
テ
レ
ビ
に
与
え
る
妨

に
つ
き
ま
し
て
は
、
電
波

工
作
物
規
桓
等
に
よ
り
雑

す
る
機
器
の
使
用
者
が
防

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

0
つ
い
て
は
こ
の
連
励
を
機
会
に
私

達
の
町
か
ら
雑
音
を
一
掃
す
る
た
め

皆
様
方
の
御
家
庭
で
使
用
し
て
お
ら

れ
る
い
ろ
い
ろ
な
電
気
器
具
を
一
度

点
検
し
て
載
き
、
も
し
雑
音
が
出
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
ら
、
も

よ
り
の
ラ
ジ
オ
店
、
電
力
会
社
及
び

N
H
K
に
ご
相
談
の
上
雑
音
防
止
器

を
取
付
け
て
き
き
よ
い
ラ
ジ
オ
、
み

や
す
い
テ
レ
ビ
が
楽
し
め
る
よ
う
に

い
た
し
ま
し
ょ
う
。
：
・

を
防
止

出
，
生

上

田

、

河

野

朋

土

居

裕

三

井

正

岡

田
山

本

順

山

内

正

》

死

亡

山

鳥

坂

山

内

石

蔵

11

藤

川

博

中

津

石

岡

ヲ

ク

ラ

0
人
口
男
―
―
-
、
四
九

0

計

冷

女
―
―
-
、
三
二
五
八
一
五

批
帯
数
一
、
―
―
―
―
―
―
九
戸

大
洲
地
区

少

年

剣

“
 

宇
和
川

II、

名
荷
谷

II 

山
鳥
坂 谷

朋子渉勝二子則

し
ょ
う ↓

 

．
 

レ
凰
そ
、

旦
〗
〗

此、園’-

て
発
表
、
極
め

を
収
め
、
愛
媛
県
の
た
め

気
を
吐
い
た
。

尚
九
月
二
十
八
日
よ
り
十
月
八

日
迄
、
神
奈
川
県
に
於
て
開
催
さ

れ
た
林
野
庁
主
催
の
林
業
機
械
化

講
習
会
に
参
加
し
て
い
る
。

偽
山
下
技
術
員
は
九
月
二
十
五

日
よ
り
十
月
一
日
迄
、
堀
江
に
於

て
開
催
さ
れ
た
県
主
催
の
講
習
会

に
参
加
、
優
秀
な
る
成
績
を
収
め

て
帰
組
し
た
。

附
の
人
口

け
方

①
図
の
よ
う
に
ラ
ジ

オ
な
ら
ば
ァ
ン
テ

ナ
端
天
A
て
ァ
ー

，
ス
端
天
B
)
の
間
を

短
い
針
金
で
結
ぶ

と
雑
音
が
少
く
な
る

②
自
分
の
セ
ッ
ト
ば
か
り
で
な
く
ご

近
所
の
セ
ッ
ト
に
も
同
様
な
雑
音

が
入
る

③
①
R
の
よ
う
な
時
は
セ
ッ
ト
の
故

障
で
は
あ
り
ま
せ
ん
°
雑
音
の
経

路
は
い
る
い
ろ
で
す
が
配
線
を
伝

わ
る
も
の
が
最
も
多
い
様
で
す
。

な
お
テ
レ
ビ
の
場
合
に
は
ご
近
所

の
テ
レ
ビ
の
状
態
と
比
較
さ
れ
る

の
が
よ
い
か
と
思
い
ま
す
。


